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橘溜 大洋

金額 判勘的0

N$.奪韓再

令和島年3月鐙等

担未来の山梨を轟く議員の会令翻5年度年会欝として

上話正に領収いたしました宙

●

未来の山製を拓く議員の会

食長束木嘆苧

〒4舗奪-奪織34

山梨紫畢粛軍宝‡諸巧守鵬
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山梨紫寧縛等議会

燕頼経窯蝶

入金韓日閣議

金箱暴寧錐月訳部弱

親癖議襲翻究患

‡緯セミ㌻∴撃務馬

●

こ桝た劉‡、沈寿議案欝発会室温 音程綿糸に請二込みいただき組子が享うござい著すタ

襲議温聡お振込みを下記鎌と薄幸緒総いたしましたご

緩璃謎は、婆三雲蟻にて嘉授しもちたします◇

ご紫雲鴻綾に嶋薫染して藍 恐れ入り諌すが簿恵でご守驚くださいお

室薫のご轟かを詰寄盲点吉たして鉦」ます掌

認

薄幸込み簿慈 金額

急告男湯擁弱敵一驚豊簿㌘薄謝マイナン車遼撥犠 車台/常吉怒雷卜琴弟 潰綱的

闇黒落籍義 塾連護
持巌を料金犠, 畠姓篭.鵬韓

轟鼠も尋寒: 金程5革的母親引火)

調練轟艦上∴∴∴∴∴∴隷灘濃霧種

笠鮮饗薫離す慈恭子敬二おけ憲対策計数恩のふ鉦、数にて欝懇意蜜でいた鷲きます

挙尊澄ご蟻擬とご藻高弟藻どよろしくお穣いいたし寮で‡

」で窪」 〔言‡プレ

籍亙∴吉子∵

繚淑灘

ぶ蒸着主上

親臨‡繋∴告∴緯∴了∴薫

★ 響15薄鯛
(!ノブ 潮欝へ マイナンバー愚麓韻

戦線会襲請代として

主薬ゝ潰iこ緑巌、,差し㌫言

娃方議員研究会
〒粥0場的即

大隠騎大隈電光啓鵜蟻
大隠駅前欝芝ピ陸離蒋薗

丁きしO的岬6 滴や鳩灘
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鱒漣繚・

●
淑藍黒子了

薄彊∴箪 慕∴薄

繚

簿∴議

靭修会襲譜代として

烹盤法主懸癒し、たし窯した
地方議爵研究金

手530-鎚01

大阪駅前第2ビル

丁きしOさくト鱒6
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濫読言上写′

鵠雄 琴 素 謡 謹 謡
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欝胸鵬…翻離船進露人鵜鰍却こ対乳だ蝦案ちづくり

轍纏会繋譲代として

ヒ謙群に璃蟻 言霊,‡言言

地方議爵研究会
〒篭3(ト的韓1

大阪府大隈市北醸制

空慧謙譲



ご利照明紬薫

綿関蛸鞍ゆ 雪上も よ 轟漫紆 揃悶絶

●



●


